
６ 補助資料① 単元指導計画 
【前単元までに身に付けてきた内容】        【本単元の評価規準】                                         【今後の学習へのつながり】 

 

 

 

 

 

 
 

小単元 1.  かけ算 ２. かけ算さがし ３. ２のだんの九九. 
時 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ね
ら
い 

主な 
学習内容 

具体的な場面を調べたり、具
体物を用いたりして、全体の数
量を「１つ分の大きさのいくつ
分」としてとらえる。 

＜教科書Ｐ．１９＞ 

「１つ分の大きさのいくつ
分」を加法に表し、そこから乗
法の式に表すことを通して、乗
法の意味や式表示を理解する。 

＜教科書Ｐ．２０＞ 

乗法の場面を立式し、乗法の
答えは同数累加によって求め
られることを理解する。 

＜教科書Ｐ．２１＞ 

身の回りから同じ数ずつの
ものを探し、乗法の式に表すこ
との理解を深める。 

＜教科書Ｐ２２、２３＞ 

２の段の九九を構成をする。
かけ算の答えの便利な覚え方
として「九九」の用語と意味を
理解する。 

＜教科書Ｐ．２４、２５＞ 

２の段の九九の唱え方を知
り、正しく唱える練習をする。
２の段の九九を適用して、問題
を解く。 

＜教科書Ｐ．２５＞ 
 

評価規準 
(終末の姿) 

 
 

全体の数量を「１つ分の大きさの
いくつ分」として考えている。 
        （数学的な考え方） 

１つ分の大きさが決まっている時
に、そのいくつ分であるかを乗法で
表すことができる。    （技能） 
乗法の式は、同数のものがいくつ

かあるときに用いることがわかる。 
          （知識・理解） 

一つ分の大きさを乗数の数
だけ累加することによって、答
えを求めることができる。 
         （技能） 

ものの個数をとらえるときに、進
んで乗法を活用しようとする。 
      （関心・意欲・態度） 
 乗法の式は、同数のものがいくつ
かあるときにつくることができるこ
とがわかる。    （知識・理解） 

同数累加の考えで２の段の九九を
構成しようと考えている。 

（数学的な考え方） 

２の段の九九を正しく唱え、
それを適用して問題を解くこ
とができる。 
          （技能） 

 

授業展開 ②（思考力やや判断力・表現力を育む） ①（知識・技能の習得・定着を図る） ② ② ② ① 

主な 
つまずき 

・１つ分の大きさといくつ分の
大きさを混同してしまう。 

・１つ分の大きさといくつ分の
大きさを反対にしてしまう。 

・問題場面をかけ算の式に表す
ことができない。乗数と被乗
数が逆になる。 

・１つ分の大きさが見つけられ
ない。 

・２の段の答えが、正しく求め
られない。 

・２の段の九九を正しく唱える
ことができない。 

指
導
の
ポ
イ
ン
ト 

問題を提示する 
○教科書Ｐ17、18 の遊園地の絵
を見て、ゴーカートとボートに
乗っている人の数を調べる。 

 
 
 
＜やってみる＞ 
○ボートは乗っている人数が違う
から数えにくい。 

○ゴーカートは２、４、６、８と２と
びで数えられる。 

○ゴーカートは１台あたりの人数
を数えて、台数分たせばよい。 

まとめる 
 
 
 
確認する 
○１台に２人ずつ５台分で 10 人
です。 

＜練習する＞見届ける 
○ジェットコースターに乗ってい
る人数を「～ずつ～分」で表す 

○Ｐ19 鉛筆問題１に取り組む。 

問題を提示する  
○教科書Ｐ20 の問題２を読む。 
○問題場面をおはじきを並べて
表す。 

 
 
 
＜やってみる＞ 
○３＋３＋３＋３＋３＋３＝１８で、18 人 
○１台に３人ずつ６台分で１８人
です。 

教える 
○このことを、式で３×６＝１８と
書いて３かける６は１８と読む。
このような計算をかけ算という
ことを確認する。 

＜やってみる＞ 
○Ｐ20 リンゴ問題に取り組む。 
まとめる 
 
 
  
＜練習する＞見届ける 
○Ｐ21 鉛筆問題２に取り組む。 
○チャレンジ問題に取り組む。 

問題を提示する 
○教科書Ｐ21 の問題３を読む。 
○問題場面を立式する。４×５ 
 
 
 
＜やってみる＞ 
○４＋４＋４＋４＋４＝２０ 
○４×５＝２０ 答え ２０個 
確認する 
○４×５の答えは４＋４＋４＋４＋
４の計算で求めることができ
る。 

教える 
○「かけられる数」「かける数」 
まとめる 
 
 
 
 
＜練習する＞見届ける 
○Ｐ21 鉛筆問題３に取り組む。 
○チャレンジ問題に取り組む。 
（１つ分の大きさ）×（いくつ分）を
同数累加の式を書いて求める。 
 

問題を提示する  
○教科書Ｐ22、23 の写真を見
る。 
 
 
 
＜やってみる＞ 
○写真の中でかけ算が使える場
面を見つけ、おはじきを並べ
る。かけ算の式を作り、全部の
数を求める。 

＜交流する＞ 
○それぞれの式と写真を比べ
て、「１つ分の大きさ」と「いくつ
分」を確かめる。 

確認する 
○１つの場面でも「１つ分の大き
さ」の見方によって、べつの式
になること 

まとめる 
 
 
 
＜やってみる＞ 
○校内でかけ算の式に表せる場
面を探して立式する。 

問題を提示する  
○教科書Ｐ24 の問題１を読む。 
 
 
 
＜やってみる＞ 
○１皿分から５皿分までのケーキ
の数を順に求める。 

確認する 
○１つ分をいくつ分たしている。 
○１皿分増えるごとに、答えは２
ずつ増えている。 

＜やってみる＞ 
○６皿分から９皿分の数を順に
求める。 

確認する 
○２×１～２×９までのかけ算の
式と答えを確認する。 

教える 
○「二一が２」「二二が４」・・・と覚
えると便利で、このような言い
方を九九という。 

まとめる 
 
 
 

問題を提示する  
○教科書Ｐ25 の問題２を読む。 
 
 
教える 
○２の段の九九の唱え方 
 
＜練習する＞見届ける 
○２の段の九九表を読み、九九
を正しく覚える。 

○九九カードを用いて唱えたり、
アレイ図を用いて唱えたりす
る。 

○全員で唱えたり、一人一人回
して唱えたり、いろいろな方法
で繰り返し唱える。 

 
＜練習する＞見届ける 
○Ｐ２５鉛筆問題１に取り組む。 
 「１つ分の大きさ」と「いくつ分」
の大きさを確かめる。 

○チャレンジ問題に取り組む。 

留意点 
・つまずきへの 

対応 

・１つ分の紙を準備し、おはじ
きを並べて、１つぶんの大き
さが分かりやすくする。ま
た、言葉と対比させながら十
分に捉えさせる。 

・おはじきを並べたり図に描い
たりして、「１つ分の大きさ」
と「いくつ分」を正しく捉え
られるようにする。 

・いくつずついくつ分に、あ
てはめて考えるように助言
する。 

・おはじきを並べて、「１つ分」
と「いくつ分」を明確にする。 

・クラスの中にあるもので例を
2、３示す。 

・まず、５皿分までを確認する。 
・乗数が増えるたびに、始めから
たしている子には、前の式の
答えは、２のいくつ分かを考え
るように助言する。 

・繰り返し唱えて練習する。 
・「～ずつ～分」かを言えるように
助言する。 

・「～ずつ～分」かを言えるように
助言する。 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 
数量や図形についての 

知識・理解 
・累加の簡潔な表現として

の乗法九九のよさに気
づき、ものの数を数える
ときに、乗法を活用しよ
うとする。 

・乗法九九が用いられる場
合について、１つ分の大
きさやいくつ分をとら
えて、全体の個数の求め
方について考えている。 

・２の段から５の段までの
乗法九九を構成し、確実
に唱えることができる。 

・乗法が用いられる場合に
ついて知り、乗法の意味
を理解する。 

・乗法九九の構成の仕方を
理解する。 

・「かけられる数」や「か
ける数」、「ばい」の用語
と意味を理解する。 

・２ずつ、５ずつまとめて数えることができる。 
・二つ以上の数の加法の計算ができる。 
・百の位まで繰り上がる２位数までの加法の計算

できる。 

小二 「かけ算九九づくり」 
   「かけ算のきまり」 
小三 「わり算」 
小四 「小数と整数のかけ算と

わり算」 
小五 「小数のかけ算」 
 

ゴーカートの人数の方が数えや
すいわけを考えよう。 

ぜんぶの人数を求める式を作ろ
う。 

かけざんのこたえのもとめ方を考
えよう。 

同じ数ずつのものをさがして、か
け算のしきを作ろう。 

１さら分からじゅんに、ケーキの
数をもとめよう。 

２のだんの九九をおぼえよう。 

同じ数ずつのとき、「～ずつ～分」
で考えると、全体の数が分かりや
すい。 

１つ分の大きさがきまっている時
は、かけざんをつかうとよい。 

かけ算のこたえは、１つ分の大き
さをいくつ分だけたすと求めること
ができる。 

１つ分の大きさが２のとき、２のだ
んの九九ができる。 

単元の付けたい力 

各時間の 
付けたい力 

同じものがいくつかあるときは、か
け算をつかうとよい。 



 

 

 

 

 

 

小単元 ４. ５のだんの九九 ５．かけ算ビンゴ ６. ３のだんの九九 ７．４のだんの九九 

時 ７ ８ ９ １０（本時） １１ １２ 

ね
ら
い 

主な 
学習内容 

５のいくつ分かの大きさを求め
て、５の段の構成をする。 

＜教科書Ｐ．２６＞ 

５の段の九九の唱え方を知
り、正しく唱える練習をする。
５の段の九九を適用して、問題
を解く。 

＜教科書Ｐ．２７＞ 

２の段と５の段の九九カードを用
いてかけ算ビンゴをし、２の段と５
の段の九九を習熟する。 

＜教科書Ｐ．２８＞ 

３の段の九九を構成する。
「かけられる数」と「かける数」
の用語の意味を理解する。 

＜教科書Ｐ．２９＞ 

３の段の九九の唱え方を知
り、正しく唱える練習をする。
３の段の九九を適用して問題
を解く。 

＜教科書Ｐ．３０＞ 

４の段では、かける数が１増
えると答えは４増えることを
活用して、４の段を構成する。 

＜教科書Ｐ．３１＞ 

 
評価規準 

(終末の姿) 
 

 

同数累加の考えで５の段の九九を
構成しようと考えている。 

（数学的な考え方） 
 

 

５の段の九九を唱えることがで
き、それを適用して問題を解くこと
ができる。 
            （技能） 

２の段と５の段の九九を正
しく唱えることができる。 
          （技能） 

３の段の九九では、かける数
が１増えると答えは３ずつ増
えると考えて九九を構成しよ
うと考えている。 
       （数学的な考え方） 

３の段の九九を唱えること
ができ、それを適用して問題を解く
ことができる。 
            （技能） 

かける数が１増えると、答えはか
けられる数だけ増えると考えて
九九を構成しようと考えてい
る。 
        （数学的な考え方） 

 
授業展開 ② ① ① ② ① ② 

主な 
つまずき 

・５の段の答えが、正しく求め
られない。 

・５の段の九九を正しく唱える
ことができない。 

・２の段と５の段の九九を正し
く唱えることができない。 

・３の段では、かける数が１増
えると答えが３ずつふえる
ことがわからない。 

・３の段の九九を唱えることが
できない。 

・４の段では、かける数が１増
えると答えが４ずつふえる
ことがわからない。 

指
導
の
ポ
イ
ン
ト 

問題を提示する  
○教科書Ｐ26 の問題１を読む。 
○１袋に５個入っているから１つ
分の大きさは５になる。 

 
 
 
＜やってみる＞ 
○１袋分から５袋分までのクッキ
ーの数を順に求める。 

確認する 
○１つ分をいくつ分たしている。 
○１袋分増えるごとに、答えが５
ずつ増えている。 

＜やってみる＞ 
○６袋分から９袋分までのクッキ
ーの数を順に求める。 

確認する 
○５×１～５×９までのかけ算の
式と答えを確認する。 

教える 
○「五一が５」「五二１０」・・・と覚
えると便利。 

まとめる 
 
 

問題を提示する  
○教科書Ｐ2７の問題２を読む。 
 
 
教える 
○５の段の九九の唱え方 
 
＜練習する＞見届ける 
○５の段の九九表を読み、九九
を正しく覚える。 

○九九カードを用いて唱えたり、
アレイ図を用いて唱えたりす
る。 

○全員で唱えたり、一人一人回
して唱えたり、いろいろな方法
で繰り返し唱える。 

 
＜練習する＞見届ける 
○Ｐ２７鉛筆問題に取り組む。 
 「１つ分の大きさ」と「いくつ分」
の大きさを確かめる。 

○チャレンジ問題に取り組む。 

 
 
 
＜やってみる＞ 
○「かけ算ビンゴ」のゲームの方
法を知る。 

○全体で「２の段かけ算ビンゴ」
ゲームをやる。 

○グループで「２の段かけ算ビン
ゴ」ゲームをやる。 

○ペアで「２の段かけ算ビンゴ」
ゲームをやる。 

○グループで「５の段かけ算ビン
ゴ」ゲームをやる。 

○ペアで「５の段かけ算ビンゴ」
ゲームをやる。 

○ゲームのルールを楽しくする
工夫について話し合う。 

○「２の段・５の段をまぜたかけ算
ビンゴ」ゲームをやる。 

問題を提示する  
○教科書Ｐ29 の問題１を読む。 
○１箱に３個入っているから１つ
分の大きさは３になる。 

 
 
＜やってみる＞ 
○１箱分から５箱分までのキャン
ディーの数を順に求める。 

確認する 
○１箱分増えるごとに、答えが３
ずつ増えている。 

＜やってみる＞ 
○見つけた性質をもとに６袋分の
キャンディーの数を求める。 

確認する 
○答えが正しいかどうか同数累
加で確かめる。 

まとめる 
 
 
 
○７箱分から９箱分までのキャン
ディーの数を求め、答えを確
かめる。 

教える 
○「三一が３」「三二が６」・・・と覚
えると便利。 

問題を提示する  
○教科書Ｐ30 の問題２を読む。 
 
 
教える 
○３の段の九九の唱え方 
 
＜練習する＞見届ける 
○３の段の九九表を読み、九九
を正しく覚える。 

○九九カードを用いて唱えたり、
アレイ図を用いて唱えたりす
る。 

○全員で唱えたり、一人一人回
して唱えたり、いろいろな方法
で繰り返し唱える。 

 
＜練習する＞見届ける 
○Ｐ30 の鉛筆問題に取り組む。 
 「１つ分の大きさ」と「いくつ分」
の大きさを確かめる。 

○チャレンジ問題に取り組む。 
 

 

問題を提示する  
○教科書Ｐ31 の問題１を読む。 
○かごに４個入っているから１つ
分の大きさは４になる。 

 
 
 
＜やってみる＞ 
○かご１個分から５個分までのみ
かんの数を順に求める。 

確認する 
○１個分増えるごとに、答えが４
ずつ増えている。 

＜やってみる＞ 
○見つけた性質をもとにかご６個
分のキャンディーの数を求め
る。 

確認する 
○答えが正しいかどうか同数累
加で確かめる。 

まとめる 
 
 
 
○かご７個分から９個分までのみ
かんの数を求め、答えを確か
める。 

教える 
○「四一が４」「四二が８」・・・と覚
えると便利。 

留意点 
・つまずきへの 

対応 

・まず、５袋分まで確認する。 
・乗数が増えるたびに、始めから
たしている子には、前の式の
答えは、５のいくつ分かを考え
るように助言する。 

・繰り返し唱えて練習する。 
・唱える様子を確認しながら、練
習の仕方を個別に助言する。 

・「～ずつ～分」かを言えるように
助言する。 

・九九の表を見て、覚える。自分
の言えない九九は、チェックし
て覚えるように助言する。 

・アレイ図を１列ずつ右へずらし
たとき、増えた数の色を変えて
視覚的に分かりやすくし、３ず
つ増えることをつかみやすくす
る。 

・５の段の作り方を振り返らせる。 

・繰り返し唱えて練習する。 
・唱える様子を確認しながら、練
習の仕方を個別に助言する。 

・「～ずつ～分」かを言えるように
助言する。 

・アレイ図を１列ずつ右へずらし
たとき、増えた数の色を変えて
視覚的に分かりやすくし、３ず
つ増えることをつかみやすくす
る。 

・３の段の作り方を振り返らせる。 

各時間の 
付けたい力 

かけざんビンゴをして九九を
おぼえよう。 

１ふくろ分からじゅんに、クッキー
の数をもとめよう。 

５のだんの九九をおぼえよう。 

１つ分の大きさが５のとき、５のだ
んの九九ができる。 

３のだんの九九をつくろう。 

３のだんの九九は、かける数が１
ふえると答えは３ずつふえる。 

３のだんの九九をおぼえよう。 

４のだんの九九をつくり、４のだ
んのきまりを見つけよう。 

４のだんも、かける数が１ふえると
答えはかけられる数ずつふえる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小単元 ７．４のだんの九九 ８．ばいとかけ算 ９．きほんのたしかめ １０．九九のカードゲーム 
時 １３ １４ １５ １６ 

ね
ら
い 

主な 
学習内容 

４の段の九九の唱え方を知
り、正しく唱える練習をする。
４の段の九九を適用して問題
を解く。 

＜教科書Ｐ．３２＞ 

「いくつ分」を「ばい」で表
すことを知り、ある量が何倍か
ある場面を乗法の式に表して、
全体の数量を求める。 

＜教科書Ｐ．３３＞ 

基本的な学習内容に習熟し、
それを活用する。 

＜教科書Ｐ．３４＞ 

 ゲームを通して、２～５の段
の九九に習熟する。 

＜教科書Ｐ．３５＞ 

 
評価規準 

(終末の姿) 
 

 

４の段の九九を唱えることができ、
それを適用して問題を解くことがで
きる。          （技能） 

もとの数量の「いくつ分」を「ば
い」で表すことを知り、乗法の式に
表すことができる。 （知識・理解） 

２の段から５の段の九九の
計算およびその適用が正しく
できる。 
          （技能） 

２～５の段の九九を使って
正しく計算ができる。 

（技能） 

授業展開 ①        ② ① ① 
主な 

つまずき 
・４の段の九九を正しく唱える

ことができない。 
・「ばい」の意味がわからない。 ・既習事項を使って問題を解く

ことができない。 
・５の段までの九九を正しく唱

えることができない。 

指
導
の
ポ
イ
ン
ト 

問題を提示する  
○教科書Ｐ32 の問題２を読む。 
 
 
教える 
○４の段の九九の唱え方 
 
＜練習する＞見届ける 
○４の段の九九表を読み、九九
を正しく覚える。 

○九九カードを用いて唱えたり、
アレイ図を用いて唱えたりす
る。 

○全員で唱えたり、一人一人回
して唱えたり、いろいろな方法
で繰り返し唱える。 

 
＜練習する＞見届ける 
○Ｐ32 の鉛筆問題に取り組む。 
 「１つ分の大きさ」と「いくつ分」
の大きさを確かめる。 

○チャレンジ問題に取り組む。 

問題を提示する  
○教科書Ｐ33 の問題１を読む。 
○テープを並べて場面を捉え
る。 
 
 
 
＜やってみる＞ 
○１つ分の大きさは３と決まって
いるからかけ算で求められる。 
３×２＝６ ３㎝の２つ分は６㎝ 
３×３＝９ ３㎝の３つ分は９㎝ 

教える 
○２つ分、３つ分のことを２倍、３
倍ということ、それと関連づけ
て１つ分を１倍ということを知
る。 

確認する 
○Ｐ33 リンゴ問題に取り組む。 
まとめる 
 
 
 
＜練習する＞見届ける 
○Ｐ33 鉛筆問題１ 
○チャレンジ問題に取り組む。 

問題を提示する 
○教科書Ｐ34 きほんのたしか
めに取り組む。 

 
 
 
確認する 
問題１ 覚えていない場合は、

教科書Ｐ29 を見て、
算数用語を覚える。 

問題２ 九九を正しく唱え、答
えを求める。 

問題３ 「１つ分の大きさ」と
「いくつ分」に着目し
て、正しく立式する 

問題４ 各カードの答えを求
めてから、同じ答えの
カードを線で結ぶ。 

問題５ 倍とかけ算の関係を
もとに答えを求める。 

＜やってみる＞見届ける 
○児童の実態に応じて、問題の
開放を教師が説明する。 

○自力でできた子は、答え合わ
せをして、確実に理解できる
まで直しに取り組む。 

○「きほんのたしかめ」ができ
た児童は、チャレンジ問題に
取り組む。 

問題を提示する  
○教科書Ｐ35 の九九のカード
ゲームに取り組む。 
 
 
 
＜やってみる＞ 
○カードを用いたいろいろな

ゲームの仕方を知る。 
○「大きさくらべゲーム」をペ

アで行う。数回行ったら、対
戦相手を変えて、繰り返し行
う。 

○「カードとりゲーム１」をペ
アで行う。数回行ったら、グ
ループで行うなど人数を増
やして、繰り返し行う。 

○「カードとりゲーム２」をペ
アで行う。数回行ったら、グ
ループで行うなど人数を増
やして、繰り返し行う。 

 

留意点 
・つまずきへ

の対応 

・繰り返し唱えて練習する。 
・唱える様子を確認しながら、練
習の仕方を個別に助言する。 

・「～ずつ～分」かを言えるように
助言する。 

・１つ分、２つ分、３つ分をテ
ープで表し、いくつ分と倍の
関係を捉えやすくする。 

・教科書や掲示物、ノートをも
とに、学習を振り返る。 

・個別に指導援助する。 

・九九が言えないときは、九九
表を見ながら確認する。 

・自分の言えない九九はチェッ
クして覚えられるようにす
る。 

各時間の 
付けたい力 

九九のカードゲームをして、れ
んしゅうをしよう。 いくつ分のもとめ方を考えよ

う。 

いくつ分は、ばいとあらわすこ
とができる。 

２～５のだんの九九をつかっ
てもんだいをとこう。 

４のだんの九九をおぼえよう。 


